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地域とかかわり手をC3なぐ 豊かな学校づくりを求めて
- 学校間連携の異体的実践と改善 -
学校力開発コー ス (09220916) 佐 藤 義 紀
改訂学習指導要領の基本理念となる ｢生きる力｣は,生涯学習の理念の ｢人間力｣につ
ながるカである｡その力は,子どもが成長する様々な過程において,豊かに人とかかわり,
つながることを通して培われていくものと考える｡そして,これらは,教室内集団を超え,
異年齢や異世代などと目的ある交流を体験することにより,さらに自己の生きる力につな
がる社会力やコミュニケーションカが育まれていくと考える｡そこで,その中核となる学
校間連携の具体的な実践を通して,子どもの生きる力を育む地域連携の在り方を考える｡
[キーワー ド] 中小達観 小中達観 中学校区内連携担当者会 交流学習,職員交流
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
先の教育基本法の改正や学習指導要領の改訂,
県5教振の中においては,学校がその目的を達成
するために,地域や家庭,世代間や校種間のより
一層の連携や交流を図り,互いに機能を補完し合
うことが示されている｡特に,改訂学習指導要領
の基本理念である ｢生きる力｣については,本県
コミュニケーション改革でねらう生涯学習の理念
｢人間力｣の育成につながるものであり,その力
は,子どもが成長する様々な過程において豊かに
人とかかわりつながることを通して,より一層培
われていくものと考えられる｡
この ｢生きる力｣については,平成 8(1996)
年 7月の中央教育審議会答申 (｢21世紀を展望し
た我が国の教育の在り方について｣)において了基
礎 ｡基本を確実に身に付け,いかに社会が変化し
ようと,自ら課題を見つけ,主体的に判断し,行
動し,よりよく問題を解決する資質や能力｣｢自ら
を律しつつ,他人とともに協調し,他人を思いや
る心や感動する心などの豊かな人間性｣等,変化
の激しい社会を担う子どもたちにとって必要な力
とされている｡
一方,文部科学省中央教育審議会答申,『新しい
時代を切り拓く生涯学習の振興方策について～知
の循環型社会の構築を目指して～(平成19(2007)
午)』の中では,変化の激しい社会を生き抜くため
に必要な力として了社会を構成し運営するととも
に,自立した一人の人間として力強く生きていく
ための総合的な力｣を ｢人間力｣と定義し,成人
にもその伸長を図ることが不可欠であると述べて
いる｡さらに,｢その他者との関係を築く力等の豊
かな人間性を含む総合的な力は,学校教育の期間
と場のみならず,ライフステージに応じて多様な
場所や方法で学習し,職業生活やその他の社会に
おける活動においてその成果を発揮することを経
て身に付く｣と述べている｡
すなわち,私たちが目指す ｢生きる力｣は,自
立した一人の人間としての ｢人間力｣につながる
力と考えることができる｡そして,その力とは,
これからの子どもの将来につながる様々なライフ
ステージにおいて,いろんな人とかかわり,自分
の力を発揮し,多様な経験を通して学ぶことで培
われていくものと考えることができる｡
そこで,本研究の実践化にあたっては,｢豊かな
かかわりとつながりの中で子どもは育っ｣という
仮説に立ち,改正教育本校や学習指導要領の改訂,
地域の実態等を考慮しながら,特に,中学校区内
における学校間連携に視点をあて着手した｡
(2)研究の目的
本研究の実践を通して目指すものは,子どもの
社会力とコミュニケーションカの育成である｡
この ｢社会力｣とは,門脇厚司(2002)が,｢人が
人とつながり社会をつくる力｣ と提唱している｡
｢社会の運営に積極的に関わろうとする態度や,
よりよい社会をつくろうとする意欲を含み,さら
には,よりよい社会を構想する能力や,構想した
社会を実現していくことができる諸々の資質や能
力 (2002,門脇)｣のことを意味し,これから生き
ていく社会に必要な力とされている｡
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一方,山形県第5次教育振興計画 (2004.3)や
学習指導要領(2008)では,よりよい生活や人間関
係を築こうとする自主矧 実践的な態度の育成や,
そのための異年齢集団による活動を重視している
が,以上より,子ども達のコミュニケーションカ
を育み,より社会力を育てていくためには,同年
齢,同集団を越えた関わりを,学校教育活動の中
に意図的に仕組んでいく大切さが浮き彫りとなる｡
(3)研究の方法
改訂訂学習指導要領(総則,2008)には,学校が,
その目的を達成するため,地域や学校の実態等に
応じ,家庭や地域の人々の協力を得るなど家庭や
地域社会との連携を深めること,小学校間,幼稚
園や保育所,中学校及び特別支援学校などとの連
携や協力を図り,交流や共同学習の機会を設ける
ことの重要性について述べている｡
一方,｢地域｣とは,中央教育審議会生涯学習分
科会 (2009)において,｢住民間のコミュニケーシ
ョンの総体｣であり,｢空間的な広がり｣を持つも
のと述べている｡すなわち,子どもが生活する総
体が地域であり,地域を子どもの住空間としてと
らえることにより,子どもを取り巻く,学校,家
庭,諸機関等の全ての環境が含まれることになる｡
そこで,図1に示すように,子どもの成長と子
どもの住空間である地域との関係を ｢子どものラ
イフステージ｣という立体的なっながりにとらえ,
地域連携の中に学校間連携を位置づけ,様々な異
年齢交流,小 小交流,小中交流,地域交流等を図
ることを目指すことを考えた｡
図1 子どもの成長と変化するライフステージ
子どもの成長を第一に考え,子どもの ｢今｣を
考えた場合,横のつながりとしての地域学習や小
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小連携を通した交流学習,子どもの ｢将来｣を考
えた場合,縦のつながりとしての小中連携を通し
た交流学習の機会を考える｡
ここで大切な考え方は,学校が ｢核｣になると
いうことである｡地域内の小小連携としての ｢横
のつながり｣や小中連携としての ｢縦のつながり｣
がとても大切になる｡
そこで,本研究としては,｢学校間連携｣に視点
をあて,実践化に結びつける｡ここで考える地域
とは,子どもが育っ中学校区単位が望ましいと考
える｡それは,教職員が子どもを9年間で育てる
という意識を持ち,同じ子どもの成長をともに見
届けていくという視点に立ちやすいこと,教職員
同士がともに顔を覚え,指導を共有しやすいこと,
子どもが中学校に進学した時に一緒になるという
ことが利点にあるからだ｡
以上より,ここで考えられる学校間連携-の課
題は,次の2つである｡
1つ目は,校内における連携の体制づくりであ
る｡校務分掌の中に連携を推進する部を立ち上げ,
中心に地域連携を推進する｡2つ目は,中学校区
内の学校間連携を推進することである｡各校の連
携担当者が連絡調整し,現在ある中学校区内3校
連絡協議会事業における課題を受け,推進を後押
しする｡
これらの推進にあたっては,職員や学校間にお
いて問題を共有し,同じ目的意識を持つことが大
切であると考えられるが,連携に対する教職員の
意識を高め,連携-の負担感といった課題が生じ
ないように推進することも大切である｡
先の中央教育審議会生涯学習分科会 ･家庭 ･地
域の教育力の向上に関する特別委員会においては,
｢持続可能な社会｣の構築が提唱されているが,
中学校区内義務教育9年間で子どもを育てるビジ
ョンをともに持ち,具体的な方策を考え,実践化
に結びつけることを通して,地域社会が手を結び,
地域で子どもを育て,地域の中の学校としての役
割を果たすことにつながれば幸いである｡
2 先行研究の検討
(1)小一小連携/小さい学校が集まって授業
<宮崎県五ヶ瀬町のG授業>
｢G授業｣の ｢G｣とは,この五ヶ瀬町の頭文
字である｡小規模校を統廃合せず,複数校が1ヶ
所に集まり,少人数授業の利点を生かしながら,
多人数授業を組み合わせて授業を行うスタイルの
ことを指す｡
このG授業は,教職員を最大限に活かし,最適
人数による授業実践と教職員一人一人の指導力の
向上を目的としている｡最適人数とは,本時の目
標と児童生徒の実態を踏まえた設定数である｡そ
の数に合わせた指導体制や指導形態を工夫するこ
とにより,多様な指導方法や子どもの学習刺激が
生まれるという仕組みである｡
例えば,複数の教師が付き,きめ細やかな算数
の指導を行う,パー ト毎にそれぞれの教師が合唱
指導を行い,最後に多人数で合唱をし,その感動
を味わう,グループ毎に話し合って考えた内容を
発表し,さらに考えを深め合う等である｡
G授業については,各作業部会があり,単元や
題材等の選択と指導計画の作成,五ヶ瀬の地域性
を生かした教材の活用や教材開発が行われている｡
1カ所に集まるということで,時間,経費,打
ち合わせ設定等の負担はあるものの,子どもが多
様な考えにふれることを通して自己の学びを深め
たり,教師自身の指導力向上につながり,指導の
効果を上げたりする効果があると考えられる｡
この連携授業に関する取り組みは,この ｢五ヶ
瀬町｣の呼びかけにより,他県の教育委員会にも
広がり,共同で授業モデルの開発を目指している｡
(2)小中連携/子どもの学びをつなげる
<横浜市内小中連携による小中一貫英語教育>
小中学校9年間を見通した小中一貫の英語教育
の教育課程や指導方法及び評価方法の研究開発を
行い,｢聞くこと｣｢話すこと｣に重点をおいたコ
ミュニケーション能力の育成を目指している｡
小学校における全学年で ｢英語科｣(年間20-
35時間)を新設し,学年段階に応じた目標設定,
指導方法,指導内容等について中学校英語科との
連続性を図り,次のような研究がなされた｡
① 小中学校英語科年間指導計画の作成
② コミュニケーション能力育成のための評価
③ 小中学校各学年段階の指導内容を重点化
④ 小学校教員と中学校英語科教員との協働等
これらの研究を通して,子どもの約9割が英語
活動は楽しいと答え,学年が上がるにつれて,｢英
語が使えるようになる｣｢外国のことが分かる｣｢将
来役立っ｣等の効果を指摘している｡
小学校学習指導要領の改訂により,小学校5,
6年生においては,週 1時間の ｢外国語活動｣が
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完全実施となる｡音声を中心として外国語に慣れ
親しむ活動を通して,言語や文化についての体験
的な理解を深めるとともに,積極的にコミュニケ
ーションを図ろうとする態度を育成し,子どもの
コミュニケーション能力の素地を養うことが目標
となっている｡小中一貫の効果は先述した通りで
あるが,チビもにとって,小学校から中学校に学
習が継続しているという意識は,その後の学習意
欲の向上や学習目的を実感させる意味で大きい｡
小中連携による外国語活動や他の教科学習におけ
る協働が実現すれば,子どもにとってもその効果
はさらに増すと考えられる｡
(2)小一中連携*小中生徒一緒の奉仕活動
<生徒が企画する地域貢献活動>
本県上山市立K中学校の実践である｡生徒が地
域の方と相談しながら,地域でできる奉仕活動を
計画し,実践化に結びつけるものである｡
実践の背景に,中学生の顔が見えないという地
域の声や,地域の行事に若い親が出てこないとい
う地域の声があり,学校が地域に開かれていない
という印象があったという｡また,当時の学校長
方針に地域貢献があり,その方法を模索していた
ことから,pTAでこれまでの活動を見直し,大
人が企画する地域貢献活動から,生徒が独自に企
画する貢献活動-と方針転換を図ることにした｡
その結果,地域の一人であるという生徒の意識
改革や学校全体で取り組むという職員の意識改革
が進み,地域が学校を応援する目に変化していっ
たという｡また,地域内に自然に世代間交流が生
まれ,地域によっては子供会育成会行事とタイア
ップし,小学生も企画に参加しているとい う ｡
この実践から学ぶことは,生徒自らが,地域の
担当者に耳を傾け,地域でできることを地域の一
員となって考え,立案している点である｡生徒に
地域の一員という自覚が生まれ,活動を通した満
足感やそれぞれの感じ方や学びがある｡
このことは,イギリスの市民教育に通じるとこ
ろがある｡この根底にあるものは,子どもも地域
社会を支える大切な一人の市民である "資源"と
して扱い, w`eneedyou"という意識を持つとこ
ろにある｡この市民教育は,政治-の関心の向上,
地域のために行動できる人材育成,多様な社会を
結びつけていくための ｢市民意識｣の育成などを
目的に誕生したと言われているが,地域で意義あ
る奉仕活動と学習とを結びつけて仕組むことを通
して,子どもの ｢コミュニケーションカの育成｣
｢地域社会でよりよく行動する能力 (社会力)の
育成｣｢地域との連携｣の3つの循環の中で子ども
の能力や市民性を育てていることが分かる｡大人
達が考えていた企画を子どもに預ける発想の転換
が,子ども自らの社会力の育成に貢献している｡
(3)小中連携/小中併設校から学ぶ
<山形市立Y小中学校で目指しているもの>
地域に根ざす ｢学び｣と ｢交流｣を中核とし,
小中双方の独自性を保ちながら,小中9年間で育
てる子ども像を持っている｡特に,｢つながる｣こ
とをキーワー ドとし,｢学習｣と ｢学校｣がつなが
る,｢人｣と ｢心｣がつながる,｢地域｣と ｢文化｣
がつながることを目指す｡具体的には,生徒指導
面での小中生徒のかかわりを重視するとともに,
校内授業研究会を小中合同で実施し,中学校教員
が小学校で教科指導を行うことも実践されている｡
また,英語学習の小中交流授業の実践,入学式や
卒業式の小中合同開催,運動会の小中合同実行委
員会の取り組み,小中合同合唱祭の開催など,チ
供同士がつながる実践がなされている｡小中併設
だから常に一緒に活動を仕組むことを模索してい
る訳ではない｡むしろ小中の独自性を保ちつつ,
小中連携ができる可能性を探っている｡
何が子どもにとってプラスかを考え,教育活動
を仕組み,これまで別々に開催していた入学式や
卒業式を合同で開催することにも踏み込んだとい
う｡ 互いの学校の特色を生かし,何が子どもにと
って必要か,何ができるかを考えることは,学校
間連携にとって大切なことである｡
3 学校間連携の実践に向けて
以上より, 学校間連携において大切にしたい点
がある｡それは,小中間において,校種,学校間
においては,地域,保護者,子ども等,多様に環
境が変わるために,先ず,子どもも教職員もとも
にお互いに ｢知ること｣｢つながること｣を基本に
考えるということである｡
小中一貫を進めたある都市の例では,学級担任
と教科担任の違い,小中の文化の違い,先生方の
考え方の違いや子どもが育つ環境の違い等から,
異校種をつなぐ難しさについてふれている｡
違いはよさである｡互いの学校を "知る"子ど
もを知る,教師を知る,学校を知ることは,新し
いものを創り出す期待感や価値につながり,大き
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な連携を生み出す力になると思っている｡もっと
私たちは互いに知る必要がある｡｢知ること｣｢つ
ながること｣これらの意識を,教職員も子どもも,
互いに感じ取り,持ち合わせられるようになれば
連携はさらに進むと考えている｡そこで,次のよ
うな点を連携のポイントとする｡
(1)各校の特色と独自性を活かす
子どもの実態や地域の実態に基づき,それぞれ
が取り組んでいる学校の特色を活かす｡地域が変
われば子どもも変わる｡職員の取り組み方も変わ
る｡それぞれの学校でどのような実践がなされて
いるかをお互いに知り,理解することで互いに高
め合える環境を整えていくことが大切である｡例
えば,互いの授業研究会-の参観などが考えられ
る｡授業レベルでの交流を行うことで,ともに同
じ子ども像を描き,同じ方向を向いて指導にあた
ることにつながると考える｡
(2)ともに目指す子ども像を持っ
話し合いを十分に持ち,計画する場を持つこと
である｡話し合いを持つことで合意が形成され,
連携の目的がはっきりする｡何を目的にし,何を
目標とするのか,また,何を行い,どこまででき
ればいいのか,役割はどうするのか,互いの考え
をすり合わせながら,同じビジョンや考えを持つ
ことが大切である｡
(3)子ども同士,教職員同士がつながる
具体的に動くことで人の心は動く｡子ども同
士･教職員同士が互いに交流する場をつくる｡そ
のためには,目的意識を共有することが必要であ
る｡交流があれば学びが生まれるというものでは
ない｡ コミュニケーションカが発揮されるのは,
そこに創造的な活動があったときである｡これは,
｢山形コミュニケーション改革｣でも目指してい
るところでもある｡活動の目的や子どもにどんな
力が育っかは大切な視点である｡
例えば,先進研究にあるような小小連携単元開
発による合同授業の実践,小中連携による外国語
活動の実践,小中生徒で取り組む地域貢献活動な
どが考えられる｡上山市立K中学校の実践は,地
域での自分たちの立場を意識することを芽生え
させるものであった｡"自分たちにできることは
何が'地域の一員として活躍できる活動を自主的
に企画し,実践化に結び付けるものであった｡
(4)連携担当者がつながる
本校としては,地域連携を推進する校務分掌
を学校経営に位置づげ,各校と連絡調整しながら
企画立案を推進していけるようにする｡グループ
ワーキングの発想を持ち,職員の力を生かし,逮
携構想を練ることを大切にする｡他校連携も職員
レベルでより実践的な話し合いを重ねることが
できるようにしていきたい｡
4 実践と結果
(1)校内地域連携推進体制づくりに着手
新たな校務分掌として,学校における地域連携
コーディネーター主任と,特別委員会として地域
連携推進委員会が設置された｡そこにおいて,今
年度の方向や目的について話し合い,連携に関す
る提案を行った｡目指す目的は,次の2点である｡
① ｢地域ぐるみの教育,開かれた学校｣を推進
し,地域と手をつなぎ,年齢や世代を越えた目
的ある交流や学習活動を仕組み体験することに
より,子どもの生きる力につながる社会力やコ
ミュニケーションカを育む｡
② 保 ｡/上 中の連携,他校連携を推進し,と
もにできる活動を模索することにより,地域の
子どもをともに育てる意識を共有し,中学校区
間の教職員や子どもの交流を促進する｡
これらの目的を達成するために,次の3点を重
点の柱に各学年で計画を立てることにした｡
① 地域と学ぶ (地域学習)
② 中学校区内のT小学校と学ぶ (交流学習)
また,努力事業として,地域内-のクラブ活動
の開放 (グランドゴルフクラブ)や,お互いの学
校における授業研究会に参観することを計画した｡
(2)目指すチビも像と子どもに育む力
県5教振,改正教育基本法,改訂学習指導要領
等を鑑みながら,地域や人と心豊かに関わり合う
姿が連携で目指す本校の目指す子ども像であると
捉えた｡また,そこで育てる力を,子どもの社会
力とコミュニケーションカであるとし,県5教振
の3つの視点に合わせ,具体的に目指す子どもの
姿を描くことにした｡さらに,低 ｡中｡高学年の
各学年発達段階における,社会力 ｡コミュニケー
ションカを発揮する子どもの姿を描いた｡
目指す子ども像,子ども自らが育んでいく力等,
研究の全体構想の具体的な姿と関連については,
図3を参照されたい｡また,学校間ネットワーク
のイメージを図2のように捉え,今年度は,｢小中
174
連携としての出前授業の実践｣｢小小連携としての
交流学習の実現｣を図ることにした｡キーワード
は,子どもも教職員もともに,｢知る｣｢つながる｣
である｡
図2 学校間ネットワークのイメ-ジ
(3)今年度の重点の具体的な捉え
① 地域学習の推進
a) 地域の素材 (人 ｡もの｡歴史 ｡自然 ｡文
化)を生かし,地域とふれ合う学習を仕組む｡
b) 地域-の愛着や所属感を感じることがで
きるような目的ある活動を仕組む｡
C)地域の人や保護者等,活動に関わる人がプ
ランづくりに参加することを試みる｡
② 保 ｡小 ｡中連携の推進/交流授業の推進
a)子ども同士が互いに交流し,仲間づくり体
験や学び合う学習活動を仕組む｡
b)中学校専門教科教師の力を生かした出前授
業協力を計画する｡
③ 地域連携の推進
a)クラブ活動の一部を地域に解放し,地域の
方との交流を図る｡
b)クラブにおいて,可能な限り,地域合同文
化祭の展示発表に向けて計画する｡
④ 職員の交流の推進/授業研究会-の参加
a) 授業を参観し,事後研究会に参加,または,
感想カードを残すなどをすることにより,
9年間で子どもを育てる視点の共有化や互
いの研修につなげるように努める｡
⑤ 3校の地域連携推進委員の連携
a) 3校の地域連携推進委員の連絡 ｡調整に
より,連携を推進するように努める｡
(4)本校連携の全体構想の立案
以上のことを基に,本校の総合的学習の時間や
特別活動,学校行事等との関連を図り,図3のよ
うな連携全体構想を立てた｡これにより,連携の
重点と他の教育活動との関連が明らかとなる｡
図3 地域連携推進全体構想図
(5)連携の記録を残す
連携を継続させていくためには,今年度の取り
組みが,次年度の実践につながっていくことが大
切である｡そこで,小中連携･小小連携･地域学習
の3本柱における｢計画｣と｢実施｣について一覧表
にまとめ,加筆修正しながら実践することにした｡記
録については,次年度に伝えた方がよいと実施者が
考えた点について,例えば,講師や教育ボランティ
ア,場所,内容,児童の反応等について気軽に記録
してもらうことにした｡できるだけ負担のないようにす
ることも連携の大切な点である｡
<3年, 平成22年度*地妓連嘩学習実践メモ 脚 .那 ,N 里良三中.出現LIJL宇与書栗丘qrl tlt) ftiLJ寺f文例Jl 内℡:-): 二軍BgL柄 p実垂句R nさ 禿 隻 Ⅶ 楕
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図4 地域連携学習実践メモ
175
(6)連携の中で本校職員が大切にしたこと
今年度連携の実践化に向け,地域の子どもを9
年間で育てる視点に立ち,学校間連携をより深め,
これまで行ってきた中で何ができそうかを考える
ことを大切にした｡無理なくできることで, 一緒
にやった方が効果の上がることで連携を考えた｡
*合言葉 ｢いっしょにやってみませんか?｣
(7)中学校区内3校連携担当者会の開催
小中学校 9年間で中学校区内の地域の子ども
を育てる意識を共有し,教職員と子どもの交流を
より促進することを目的に,中学校区内小中3校
連携担当者会を開催した｡ここにおいて,小中3
校連絡協議会の内容と課題を確認しながら,各校
の連携担当者が,より各校の連携を推進する役割
を担っていくことを約束した｡また,これまでの
連携の課題から,今年度の重点を決定し,各校職
員に報告し,各校でより推進に向けた実践に努め
ていくことを誓い合った｡
ここで話し合った努力点は,次の3点である｡
① 中一ギャップ 解消のための小小交流
② 中学校職員による出前授業の協力
③ 授業研究会-の参加
また,小小連携の合同の打ち合わせ会を,小小
合同の心配蘇生法講習会の折りに行 うこととし,
職員間の交流と情報交換を目的に,職員の交流会
を計画することを決定した｡さらに,担当者会と
して,年度末に各校職員の声を集め,次年度に向
けた改善点を話し合うことを約束した｡年間の連
携の計画は,図5の通りである｡
図5 小中学校3校連携推進計画
(8)小小連携交流学習の打ち合わせ会を実施
小小合同で行った心肺蘇生法講習会を機会に交
流学習の打ち合わせを行った｡学年の実態や学習
状況に合わせ,実施時期と内容を検討した｡話し
合うことを通して,子どもの様子を知るとともに,
お互いの顔を知り,考え方の共有や目指す子ども
の姿を具体的に描くきっかけとなった｡
(9)職員間の交流会を開催
小中3校連絡協議会における授業参観と情報交
流とは別日に,職員同士の情報交流会を実施した｡
十分な交流の時間を設けたことで,日頃の学校の
様子や今後の連携のアイデアだけでなく,職員同
士の趣味等についても話が飛び交い,お互いの素
顔を知ることで,その後の連携や交流に弾みがつ
くこととなった｡
(10)各学年における連携の実際
① 小小連携による交流学習
a) 1也2年生の実践
ふれ合いを通して仲良しになることを目標に,
T小学校において交流会を実施した｡内容は,自
己紹介ゲーム,校舎見学,グランドで一緒に遊ぶ
こと｡事前に話し合いを行ったことで活動がスム
-ズに進行して
いる｡児童セン
ターはそれぞれ
違うチビも達で
あるが,子ども
達は大喜びし,
満足した様子が
伺える｡
写真1 ｢学校を紹介してもらったよ｣
b)3年生の実践
T小学校を会場に自己紹介やミニゲーム等の
ミニ集会を行った｡ 事前にお互いに自己紹介カ
ードを作成し,交換した｡事前に打ち合わせを
持ち,お互いに活動のイメージを持って臨んだ
ことがよかったと指導者が振り返っている｡
C)4年生の実践
3年生の時にT小学校の築山でそり乗りの交
流を実施してい
るので,久しぶ
りに会うことを
楽しみにした｡
前半は,総合学
習の取り組みに
より,校内を巡
写真2｢この松の木は-｣伝統の松を紹介する
176
りながら,学校についての紹介を行い,後半は,
合同体育で,合同チーム編成によるポートボー
ルを行った｡ 少人数であっても多くの友達の前
で堂々と発表する姿に刺激をもらった｡
d)5年生の実践
本校を会場にバスケットボールの合同体育を
実施した｡比較的人数の多い学年であるが,令
同のチーム編成を組み,作戦を練ったり,協力
してプレー したりすることを通して,学校を超
えた友達と力を合わせる楽しさを味わい,お互
いの理解を深めることにつながった｡
e)6年生の実践
6年生は,中学校進学を鑑み,社会科におけ
る合同の市内歴史探訪,国語科における討論会
の合同授業の実施,給食センターにおけるバイ
キング給食の実施,両校の保護者が参加し,親
子で学ぶ携帯電話安全教室等の開催を行った｡
T小学校ともに少人数であることから,担任
の願い が共通し,いろいろな教科で実践が行わ
れた｡人数が少ない理由でT小学校におけるバ
イキング給食が行われないところを合同で開催
することにより,それを可能にした経緯がある｡
また,親子で学ぶ携帯電話安全教室については,
進学を控えた子ども-の配慮から,T小学校か
らの誘いがあり,外部から青少年指導員を講師
に招いて実施され
たものである｡
事後,T小学校
の保護者に感想
を聞いたが,令
同の開催を高く
評価していた｡
写真3 国語科合同授業 ｢討論会をしよう｣
② 小中連携による出前授業の実践
小中連携による出前授業の実践は,5.6年
生の外国語活動において,T小学校児童との合
同授業により,それぞれの学年で実施された｡
中学校英語科担当教師チームの協力と連携によ
る外国語活動における3校小中コラボレー ショ
ン授業の実現である｡
5年生では,自己紹介ゲームと教科の名前を
英語で覚えること,6年生では,英語ノートⅡ
｢道案内ゲームをしよう｣の活動を広げ,校舎
内で実際にやってみることを目標に行われた｡
事前に3校合同の担当者の打ち合わせ会を実施
し,念入りな計画と準備がなされている｡
授業後,中学校の先生方に子ども達がお礼の
手紙を送ったが,それに対して,中学校の先生
からも温かい メッセージの手紙が届いている｡
③ T小学校の校内授業研究会-の参観
丁小学校における校内授業研究会 ｢算数｣｢理
科｣｢道徳｣｢国語｣を本校職員が参観した｡校
内授業研究会がある時は,両校で授業者と教科,
単元名等をFAXで流し,回覧した｡また,描
導案を職員に増し刷りして配布した｡これによ
り,互いの子どもの様子や他校の指導の様子を
知り,研修の機会を得,互いの刺激となった｡
(ll)実践を通した小中3校教職員の声から
(∋ 効果的だった点や考え
<中学校の教職員の声>
･5,6年の英語の交流授業は生徒の様子も
見ることができて効果的だった｡
･小学校で今取り組んでいることや,授業を
どのようにやっているのかなどを聞くこと
ができ,このような経験をした子どもたち
が入ってくるというイメージが持てた｡
<小学校の教職員の声>
･少人数のため,大人数で活動できたことが
良い体験となった｡ また,他校の様子を知
ることができてよかった｡保護者からも交
流に関して,｢いい取組だ,続けてほしい｣
という声もあった｡
･中学校-の不安を軽減するという意味で,
高学年にとっては,特に交流会は大切な活
動だと感じた｡低学年のうちから交流会を
することで,友達も増えて小学校の壁がな
くなると感じる｡小小連携は,中学校に進
んでからの人間関係づくりに有効である｡
･中学校で一緒になった時の中一ギャップの
解消に効果的である｡
② 来年度に向けた改善点や実践のアイデア
<中学校の教職員の声>
･小中の垣根を越えて,小学校の先生が中学校
で教えたり,小中合同で活動したりするなど
可能であればさらに連携が進むのではなか｡
･小中の児童生徒が共同で何かをやったり,ボ
ランティアをやったりする活動があればよい｡
小学校の児童が,中学生が頑張る姿にあこが
れを持つことで,三中校区の小中学校がすぼ
らしい学校になると思う｡
<小学校の教職員の声>
･続けることが大事｡お互いに負担にならない
程度で交流を持続していきたいと思う｡
･学習交流がもっとあってよい｡単元によって
は,合同で行えることが可能だったり,効果
的だったりするものがある｡
･低学年は,学校の中の交流で十分ではないか｡
5 考察と課題
連携が必要だと感じている教職員は多い｡連
携がここまで進んだのは,教職員が抱いている
必要感を互いに引き出すことができたからと考
える｡子どもに対する連携の効果は,教職員の
負担感を越えた｡互いに ｢知ること｣を前提に,
できるところから無理なく進めようと意識し,
具体的に動き出したところも大きい｡連携を推
進しようという3校同時の働きかけが,教職員
の総意を生み,連携-の取り組みを後押しした｡
これらの成果や課題を踏まえ,次のようなこ
とが今後の連携に必要と考えられる｡
*年度当初における連携-の見通し
*学年の発達段階に応じた効果的な実践
*連携-の教職員の発想と意識の持続
｢一緒にできることはない か｣｢一緒にやるこ
とで効果の上がることはないか｣ということを
念頭に置き,教科単元,領域,総合的学習の時
間や特別活動の内容等から,各校で洗い出しを
行い,互いに検討し合うことも必要と考える｡
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